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10.1.1	  光化学反応	

10.1	  光応答の基礎	  

光合成のところと同じだが、遠赤外光も関係してくる	





10.1.2	  光量と光応答	
光応答は光子数で決まる場合と
光強度で決まる場合がある	



10.1.3	  作用スペクトル	  

10.1.4	  生体の光応答	  



10.2	  光生理応答	  

京都大学理学研究科植物学教室長谷研究室HPから	

植物の一生の様々なプロセスで光が形態形成に関わっている	



10.2.1	  光発芽	  

最後に与えた光がレタスの種子発芽を促進・抑制する	

どっちがどっち？	



10.2.2	  芽生えの緑化	  



プロプラスチドが	  
葉緑体に分化せず	  
エチオプラストで留まっている	  

光で葉緑体へ分化する	  

黄化芽生え	

緑化	

土の中で最適な環境で発芽して
生育する手段	  



10.2.3	  光屈性	  



10.2.4	  避陰反応	  
葉の陰になったところでは赤色光が低下する	

なぜでしょうか？	

R/FRが低下することを植物は認識して形態を変化させる	



10.2.5	  花芽形成	  

10.2.6	  気孔開口と葉緑体定位	  



植物まるかじり叢書１　植物が
地球をかえた！	  

葛西奈津子著　監修「日本植物生理学会」　
協力「日本光合成研究会」　	  

セキショウモ（水棲被子植物）の葉緑体の光
定位運動	

写真提供：堂本記公子、	  
高木慎吾	  
（大阪大学大学院	  
理学研究科）	



どの光がどの光生理応答をするかを整理してみること	

10.3	  光形態形成と植物ホルモン	  

植物ホルモンについては、別に講義があります	



10.4.1	  フィトクロム	  

10.4	  植物の光受容体	  



フィトクロームは赤色光と遠赤色光でことなる吸収スペクトルを示す	  

可逆的な変化である	  





シロイヌナズナの突然変異体の解析により光受容体の研究が飛躍的に進んだ	



Arabidopsis thaliana 
シロイヌナズナ	 

植物ゲノム研究のモデル	 
（2000年12月ゲノム(128Mb)解読）	 
	 
遺伝実験の好適材料	 
	 
形質転換が容易	 
	 
解析ツールが充実	 



YELLOW VARIEGATED1 (VAR1) 

YELLOW VARIEGATED2 (VAR2) 

CHLOROPLAST MUTATOR (CHM) 

IMMUTANS (IM) 

斑入りのパターンはそれぞれの
変異体で異なり、光強度・温度に
影響を受ける  

斑入りの原因遺伝子は、葉緑体
の環境ストレス応答に関係する�



「斑入り」から「復帰突然変異体（斑返り）」を取る	

T-DNA mutagenesis 

1cm 

EMS mutagenesis 



突然変異体が示す変異	  
（早咲き）	

原因となる遺伝子の役割	  
（遅咲き）	

目に見える現象と遺伝子の働きは反対である	  
（劣性遺伝子の場合）	



光応答しない変異	  

光応答を正に制御する遺伝子の役割がわかる	  

光受容体とそれらに関わるタンパク質が	  
明らかになった	  



光がこなくても光形態形成を起こしてしまう変異体もある	

何を意味する？	







コケ	

京都大学理学研究科植物学教室長谷研究室HPから	

ヒカゲノカズラ	

シダ	

ソテツ	

イチョウ	

針葉樹	

グネツム科	

マツ科	

被子植物	



10.4.2	  クリプトクロム	  



10.4.3	  フォトトロピン	  



10.5	  核内の光形態形成抑制因子	  



10.6	  光周性と概日時計	  




